
夏山蒼翠として滴るが如し 

                                 高峰小学校長 井上真彰 

 ３０年ほど前、結婚して子どもができた時に黄色い車に替えようと思いました。黄色は警告

色で目立つため、事故に巻き込まれる確率が他の色に比べて低いことを知っていたからです。

でも、その頃黄色を設定しているファミリーカーはありませんでした。たまに見かけるのはス

ウェーデンのボルボというメーカーが作っている車だけで、後で知ったことですが、この会社

は当時から乗員の安全を最優先に考える設計思想で車を開発していたそうです。これも後で知

ったのですが、黄色は他の色と同じ回数の塗り重ねでは地色が透けてしまうため、最初に白く

塗ってから黄色に塗装するのでコストが掛かり、当時の日本車メーカーは設定色に入れなかっ

たそうです。現在は随分見かけるようになりました。とても良いことだと思います。 

さて、子どもたちが登下校時にかぶる黄色い帽子も同様の考え方によるものです。もう随分

昔のことになりますが、1959 年に交通事故による死者数は初めて年間 1 万人を突破しました。

これにより、日清戦争の日本側の戦没者数（13,309 人）に迫る数として「交通戦争」と呼ばれ

るようになりました。この後も死者数は増え続け、1970 年に最悪の 1 万 6765 人を記録しま

した。実に直近（2021 年は 2636 人）の 6 倍以上の数です。黄色い帽子は当時の和歌山県警

に勤める警察官の偶然のひらめきと熱意の産物という番組が５月に NHK でありました。 

 多くの小学校の先生方からすれば当たり前なのかもしれませんが、中学校の教員だった私か

ら見てとてももったいないと思うことがあります。入学祝いにトラック協会から贈られる黄色

いランドセルカバーを何故か２年生になると一斉に外してしまうのです。子どもたちの意識と

して「あれは１年生の時だけするもの」なのかもしれませんが、１年たったら外さなければい

けない決まりはありません。もちろん学校でそのような指導はしていません。今はランドセル

もカラフルになり、デザインも凝っているので見せたい気持ちもあるでしょう。ですから決し

て無理強いすることはありませんが、一番事故が起きやすいと言われる雨の日に、座席位置が

高いトラックからだと黄色い帽子は傘で隠れて見えないのです。お子さんの登下校時の安全確

保の一助として黄色の傘やレインコートと同様に、ランドセルカバーの継続利用も選択肢の一

つとしてみてはいかがでしょうか。 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懐かしの学び舎 

 県内において現存する最古の校舎が半原小学校敷地内にあることをご存知 

でしょうか。6月１０日（金）に３年生が訪問して愛川町の学芸員さんが講 

師を務める授業を受けてきました。この校舎は関東大震災の３年後となる大 

正１５年に建築されたのでその教訓が生きており、緊急時には教室をつなぐ 

廊下に沿った長い土間と大きな扉から一斉に外に避難できるようになってい 

る珍しい構造をしていることや、郷土資料として保管されている農機具や撚 

糸機械などの詳しい紹介がありました。子どもたちはとても興味深そうに聴 

き入っていました。 

愛川町立高峰小学校 
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高峰小学校だより 第５号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８月の主な行事予定 
１３日（土）閉庁日 

１４日（日）閉庁日 

１５日（月）閉庁日（日直がいません） 

１６日（火）閉庁日（日直がいません） 

２７日（土）校地整備（予定） 

２９日（月）蔵書点検 

３０日（火）蔵書点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ活動再開です                    

 ６月１４日（火）の児童朝会で「おはなしぱれっと」さんの紹介がありま 

した。コロナ禍前まで朝読書の時間に子どもたちに読み聞かせを行って頂い 

ていた団体です。平時への移行期間に入った社会情勢を受けて、実に３年ぶ 

りの活動再開となります。これに伴い、一緒に活動してくれる方を大募集中 

とのことですので、お気軽にお問い合わせください。 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

山梨県から飛んできました                    

 写真は６月１５日（水）の朝に「クラスの子が昨日拾ったと言って持って 

きました」と４年生の担任が持ってきたものです。紐につながった風船の残 

骸と植物の種子、そして６年生の児童による手書きのメッセージです。読む 

と山梨県の富士吉田市の小学校からはるばる飛んできたことが分かり、早速 

当該校に連絡をしたところ「１０日に飛ばしたもので返信第１号です！」と大変喜ばれていま

した。本校が令和元年（２０１９）に行った創立１２５周年記念行事で飛ばした風船は東京都

の五反田から丁寧な返信がありました。今度は私たちが丁寧に返信をする番です。 

田植えを行いました 

 ６月１３日（月）に３年生と４年生が田植えを行いました。高峰小学校の 

田んぼ、「みねっ子わくわく農園」は角田の箕輪耕地にあります。ＪＡ県央 

愛川高峰支所の皆さまのご指導により５月半ばに行った籾蒔きから、毎日の 

水やりを自分たちで行い丹精込めて育てた苗を保護者の皆さまのご支援を得 

て自分の手で植え付けることができました。田植え機による植え付けの実演 

も見学でき、その速さと正確さに驚嘆していました。子どもたちはこれから 

も田んぼに定期的に通って成長の様子を観察・記録し、収穫後の活用方法を 

自分たちで考えるなど、生きる上で必須となる食に関する理解を深めます。 

学校運営協議会を開催しました                    

 ６月２１日（火）に学校運営協議会を実施しました。学校運営協議会は地 

域を代表して学校の運営方針を承認する機関です。本校は高峰小学校区の区 

長代表、高峰保育園長、高峰駐在所警察官、高峰小学校 PTA 会長、地域学 

校協働活動推進員の５人の皆さまに委員をお務めいただきます。今年度最初 

となりますので、委嘱状を交付するとともに、学校運営方針を承認して頂きました。 

お知らせ 

●神奈川県栄養士協会が小 

中学生の保護者を対象と 

してかながわ産食材を使 

った料理やお子さんに喜 

ばれる料理、ご家庭でよ 

く作っている料理などの 

献立を募集しています。 

６月１５日に配付した「料理カード」にご

記入の上、７月１５日（金）までに担任ま

たは栄養士にご提出ください。 


